
5.  保　管

（１）安全な保管方法について

（２）ふだんの清掃
  １）カバー布の汚れ及び塩分等が付いている場合

この製品は、主要部分がナイロンとポリウレタン加工した引布で作られているの
で、高温多湿あるいは荷重のかかった状態におかれると劣化あるいは破損しやす
いため、保管は下記の要領で行ってください。

②換気の良い乾燥した場所に
おいて下さい。

③雨漏りのする場所、蒸気のあ
たる場所は避けて下さい。

⑤燃料、オイル、溶剤のある場
所は避けて下さい。

①直射日光を避けて下さい。

⑥他の物の下積みになる場所
は避けて下さい。

⑦ネズミの害のある場所は避
けて下さい。

⑧長期保管する場合は、ハン
ガー等に吊り下げて保管して下
さい。

⑨ガスボンベは、高圧ガス保安
法第二章製造一般則12条によ
り常に温度40度以下の場所に
保管して下さい。

①膨張装置に水が入らないように注意して真水で洗い流します。
②陰干しして十分乾燥させて下さい。

  ２）軽い汚れが付着した場合
①ガーゼを中性洗剤に浸し、軽くたたくようにして洗います。
②真水に浸したガーゼで洗剤を取り去ります。
③陰干しして十分に乾燥させて下さい。

④蒸気管、ラジエーターなど暖
房装置の付近など高温の場所
に置かないで下さい。

・ 保管は、高温多湿のところを避けて下さい。また、他の物の下積みにならないようにして下さい。ライフジャケットの劣化、破損  
  の原因になります。

注　意

注　意

・ 洗浄の際、ガソリン等の溶剤は使用しないでください。
  また、直射日光に当てたり、電熱器・熱風で乾燥させないでください。ライフジャケットの劣化、変形の原因となります。
・ 洗濯機で洗ったりもみ洗いをすると、ウレタン引布に亀裂が入る恐れがありますので、避けてください。
・ 自動タイプの膨脹装置に水がかかると装置が作動し膨脹する恐れがあります、


